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サイバー空間(仮想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。
狩猟社会(Society1.0)、農耕社会(Society2.0)、工業社会(Society3.0)、情報社会(Society4.0)に続く新たな社会(超スマート社会)の実現に向けた一連の取組

Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること
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デジタル技術及びその活用方法についての知識があり、業務に活用できる人材

Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること
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デジタル技術及びその活用方法についての知識があり、業務に活用できる人材

Artificial Intelligence の略。学習や推論、判断等の機能を備えたシステム。人工知能

Robotic Process Automation の略。定型的なパソコン操作等をソフトウェアのロボットで自動化すること

ＩＣＴを利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方。在宅勤務、サテライトオフィス勤務、モバイルワーク（持ち運び可能なノートパソコン等を活用した働き方）の３つに大別される

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者の間に生じる格差。情報格差

自治体における住民生活に密接した業務。住民記録、地方税、福祉等

Government-Cloud（ガバメントクラウド）の略。国の情報システムについて共通的な基盤や機能を提供する複数のクラウドサービスの利用環境　　　　　　　　

国が運営するオンラインサービス。子育てや介護等の行政手続のオンライン申請がワンストップでできる
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Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること

数値等を連続した量で表すこと。デジタルの対義語。一般的には、業務において紙やＦＡＸを用いて効率が悪い工程で処理することを指すことが多い
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インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者の間に生じる格差。情報格差

数値等を連続した量で表すこと。デジタルの対義語。一般的には、業務において紙やＦＡＸを用いて効率が悪い工程で処理することを指すことが多い


STEIDALES T © A% - HAE

O EHEZFIROEIRE : S UD<IZD XHEEEHE (2022FEH 52025FEET)
O f(Eft7

i%la_ll‘l—%u = n-l-ﬁo)ﬁJ\E%ﬁUn-l_E
- BFRESEERICHEERES 3RICED < TREBRCERETE
- ERT —YERAEEEREE ORICEDL TERT — ¥ aR#EEEHH]

Higg&

(10FE2DEHE)
FRDEHNSHEULT
HETE AW ‘I%’3Hﬂ (2 ~3EEE)

F2H (3~451%)

XI10FERDBIEIEZRELIZ LT,

AETE X ZDHRITICMIFT7=5E 1 BRICHLESR T
>BiETZENSD/I\Y IF v A L CEHEIZREL.

FrHRDD ?E &
............... & ,



望ましい未来を描き、そこから現在を振り返って何をすべきかを分析し、実行する手法

Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること
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必要なものやサービスを、必要な人に、必要なときに、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、年齢や言語等の様々な違いを乗り越え、生き生きと快適に暮らすことのできる社会
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Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること

利用者がパソコン等を操作する上での環境。Ｗｅｂサイトやアプリの扱いやすさや操作性

利用者がサービス等を利用した際の体験や経験
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公共性の高いデータの利活用を促進するため、編集、加工、再配布等の二次利用を可能とするルールの下で提供するデータ

個人等が保有する活用可能な資産等（スキルや時間等の無形のものを含む）を、インターネット上のマッチングプラットフォームを介して他の個人等も利用可能とする経済活性化活動
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ＩＣＴを利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方。在宅勤務、サテライトオフィス勤務、モバイルワーク（持ち運び可能なノートパソコン等を活用した働き方）の３つに大別される
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国が掲げる行政のデジタル化を推進する上での基本原則
・デジタルファースト：個々の手続・サービスが一貫してデジタルで完結すること
・ワンスオンリー：一度提出した情報は、二度提出することを不要とすること
・コネクテッド・ワンストップ：民間サービスを含め、複数の手続・サービスをワンストップで実現すること
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Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること
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必要なものやサービスを、必要な人に、必要なときに、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、年齢や言語等の様々な違いを乗り越え、生き生きと快適に暮らすことのできる社会
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インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者の間に生じる格差。情報格差

必要なものやサービスを、必要な人に、必要なときに、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、年齢や言語等の様々な違いを乗り越え、生き生きと快適に暮らすことのできる社会
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デジタル機器の操作等の能力や、情報を取り扱う上での理解、更には情報及び情報手段を主体的に選択し、収集活用するための能力

情報やサービス、ソフトウエア等が、どの程度広い範囲の人に利用可能であるかを表す言葉。特に、高齢者や障害者等ハンディを持つ人にとって、どの程度利用しやすいかということを意味する

利用者がパソコン等を操作する上での環境。Ｗｅｂサイトやアプリの扱いやすさや操作性

利用者がサービス等を利用した際の体験や経験

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者の間に生じる格差。情報格差
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Information and Communication Technology の略。情報通信技術。
ＩＴ（Information Technology）に比べ、情報流通の重要性を意識して用いられる

デジタル機器の操作等の能力や、情報を取り扱う上での理解、更には情報及び情報手段を主体的に選択し、収集活用するための能力

情報やサービス、ソフトウエア等が、どの程度広い範囲の人に利用可能であるかを表す言葉。特に、高齢者や障害者等ハンディを持つ人にとって、どの程度利用しやすいかということを意味する

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者の間に生じる格差。情報格差
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必要なものやサービスを、必要な人に、必要なときに、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、年齢や言語等の様々な違いを乗り越え、生き生きと快適に暮らすことのできる社会

超高速、超低遅延、多数同時接続といった特長を持つ、第５世代移動通信システム

無線通信の国際標準通信規格で、IEEE802.11シリーズを利用した無線通信。一般的には、インターネットにつながる無線通信が使用可能な環境のことを指すことが多い

国が掲げる行政のデジタル化を推進する上での基本原則
・デジタルファースト：個々の手続・サービスが一貫してデジタルで完結すること
・ワンスオンリー：一度提出した情報は、二度提出することを不要とすること
・コネクテッド・ワンストップ：民間サービスを含め、複数の手続・サービスをワンストップで実現すること
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必要なものやサービスを、必要な人に、必要なときに、必要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、年齢や言語等の様々な違いを乗り越え、生き生きと快適に暮らすことのできる社会

デジタル庁が提供するサービス。
事業者が１つのアカウントで複数の行政サービスにアクセスできる共通認証システム
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Artificial Intelligence の略。学習や推論、判断等の機能を備えたシステム。人工知能

Robotic Process Automation の略。定型的なパソコン操作等をソフトウェアのロボットで自動化すること
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Information Support Team の略。大規模災害時に災害情報を集約・地図化して自治体等の災害対応を支援する、国の現地派遣チーム

Information and Communication Technology の略。情報通信技術。
ＩＴ（Information Technology）に比べ、情報流通の重要性を意識して用いられる

Artificial Intelligence の略。学習や推論、判断等の機能を備えたシステム。人工知能

要介護者が介護保険サービスを利用するために、ケアマネジャーが作成する計画書
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ＩＣＴを利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方。在宅勤務、サテライトオフィス勤務、モバイルワーク（持ち運び可能なノートパソコン等を活用した働き方）の３つに大別される
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ＩＣＴを利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方。在宅勤務、サテライトオフィス勤務、モバイルワーク（持ち運び可能なノートパソコン等を活用した働き方）の３つに大別される
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公共性の高いデータの利活用を促進するため、編集、加工、再配布等の二次利用を可能とするルールの下で提供するデータ

Evidence-based Policy Making の略。政策目的を明確化した上で、合理的な根拠に基づき政策を立案すること
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Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること

Artificial Intelligence の略。学習や推論、判断等の機能を備えたシステム。人工知能

Mobility as a Service の略。出発地から目的地までの一連の移動を、電車・バス等様々な種類の交通手段を組み合わせた１つの移動サービスとして捉えるもの

公共性の高いデータの利活用を促進するため、編集、加工、再配布等の二次利用を可能とするルールの下で提供するデータ

Ｘ、Ｙ、Ｚの位置情報と色の情報を持つ膨大な量の点の集まり。データを基に高精度な３次元空間（仮想空間）を表現し、距離や体積等の正確な計測や、シミュレーション検討による社会システムの効率化、ＶＲ（Virtual Reality）を利用した魅力的な情報発信等に活用できる
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Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること

デジタル技術及びその活用方法についての知識があり、業務に活用できる人材

電子データにより記録された情報の漏えいや改ざん等を防止するための安全性の確保
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デジタル技術及びその活用方法についての知識があり、業務に活用できる人材

ＩｏＴやビッグデータ、ＡＩ等のデジタル技術の活用による自動化やネットワーク化を核とする新たな産業変革。第１次産業革命（蒸気機関による工業化）、第２次産業革命（電力による大量生産）、第３次産業革命（情報通信技術革命）に続く技術革新

新しい価値と既存ビジネスを変革する契機を提供することを目的とした、テクノロジースタートアップ企業と静岡県内企業のマッチングの場

新たなビジネスモデルを考案して市場を開拓し、短期間での成長を目指す企業等。一般的には、ＩＴ企業が多い

膨大なデータを用いて科学的な分析を行うことで、新たな知見や価値を生み出そうとする手法又は学際的な研究分野

Evidence-based Policy Making の略。政策目的を明確化した上で、合理的な根拠に基づき政策を立案すること

電子データにより記録された情報の漏えいや改ざん等を防止するための安全性の確保
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Information and Communication Technology の略。情報通信技術。
ＩＴ（Information Technology）に比べ、情報流通の重要性を意識して用いられる
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Key Performance Indicator の略。組織としての目標に対する達成度合いを評価する指標

静岡県総合計画（今後の県づくりの方向を示す基本指針）に掲げる政策の柱。政策体系として12に大別され、その内訳として「政策の柱（政策分野と施策・取組の方向）」や「施策（４年間の取組の方向）」を記載

Ｄ（デジタル）とＸ（トランスフォーメーション：変革）を組み合わせた言葉。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること

公共性の高いデータの利活用を促進するため、編集、加工、再配布等の二次利用を可能とするルールの下で提供するデータ

Information and Communication Technology の略。情報通信技術。
ＩＴ（Information Technology）に比べ、情報流通の重要性を意識して用いられる
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